
児宣発達支緩事業所における自己軒価結果（公表）

韓所名玲豆支援センターコスモス
t　　　　　チェック項目 �はい �いいえ �工夫している点 �禦櫨や政義すべき点を踏まえた 　＿政義内容又は教書目標 

灘 �騒 �1利用定員が指導訓練室等スペースとの関 顔係で適切である �∂ � � � 鰹 �；職員の配置数は適切である �6 � � � 

蜜 �態 �妄生活空間ま、本人にわかりやすく構造化 された環境になっているか。また、陣が いの特性に応じ、事業所の設備等は、バ リアフリー化や情報伝達等への配車が逼 旧知になされている �b � � � 

鰹 �’生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる 環境になっているか。また、子とも達の 持古動に合わせた空間となっている �ら � � � 
．餓灘 波i ∴； 繕、 �陸 �“業務改善を進めるためのPDCAサイクル （目標設定と振り返のに、広く職員が 参画している �ざ �I � � 

饗宴 �麟 �l保護者等向け評価表により、保護者等に 対対して事業所の評価を実施するととも iiこ、保護者等の意向等を把握し、業拐改 膳につなげている �6 � � � 

蓬 鑑怒 讃 発議醜 態 �醗 �事業所向け自己評価表及び保護者向け評 ＿価表の結果を踏まえ、事業所として自己 ・評価を行うとともに、その結果による支 援の質の評価及び改善の内容を、事業所 の会報やホームページ等で公開している �6 � � � 

第三者による外部評価を行い、評価結果 � �ら � �客観，的で机まで警務を改善 
婆“‾ 悪＼ 饗 ��を業務改善につなげている ����してし、く族計なし1こし－。 

職員の資質の向上を行うために、研修の 機会を確保している �b � � � 

麗 �アセスメントを適切に行い、子どもと保 護者のニーズや課題を客観的に分析した 上で、児童発達支援計画を作成している �ー‘‾ � � � 

－∴＼　∴ �躍 �子どもの適応行動の状況を把握するため に、標準化されたアセスメントツールを 使用している �l： � � � 

記事 騒≡ ∴＋ 騒 � �児童発達支援計画には、児童発達支援ガ イドラインの「児童発達支援の提供すべ き支援」の「発達支援（本人支援及び移 行支綾）」、「家族支援」、「地域支 援」で示す支援内容から子どもの支接に 必要な項目が適切に選択され、その上 で、具体的な支援内容が設定されている �‘ � � � 

灘 

児童発達支援計画に沿った支援が行われ ている �ム � � � 

躍 �活動プログラムの立案をチームで行って いる �Z �早 �訃†芸：蓑磐 � 

騒 鰻．、 衰－ 暴 露醗 �躍 �活動プログラムが固定化しないよう工夫 している �牢 �ユ � � 

醒 �子どもの状況に応じて、個別活動と集団 活動を適宜組み合わせて児童発達支援計 画を作成している �占 � � � 

醸 �支援開始前には職員間で必ず打合せを しその日行われる支援の内容や役割分、 �・I �∫ �垂範・）一卜幸吉冊し �な来車工事’i■直す打合せもしてから‘ 
禁、 讃畷緊 鰹を： 態醗 ��　　　　　　　　　　　P 迫について確認している ���確認男子弔与圧している �王孫五閥虚し重し－が∵シフト和合でー 

∴憾 �支援終了後には、職員間で必ず打合せを �ユ＿ �早 � �毎甘て・しな空しが＼気かついち如ヾ 
綴懸 強襲 態 ��し、その日行われた支援の振り返りを行 い、気付いた点等を共有している ����め時ず、庄絡）一トで情謡芙肩している 

騒 �日々の支援に関して記録をとることを徹 底し、支援の検証・改善につなげている �‘ � � � 

騒 �定期的にモニタリングを行い、児童発達 支援計画の見直しの必要性を判断してい る �‘ � � � 



「∵1“ 詰誉 ！∴∴、 �∴“ト 護 �享障害児鯛飯支緩事業所のサービス担当者 拳全篇にその手どもの状況に請通した最も 享ふさわしい若が参画している ��6 � � � 

「∴∴∴－∴ 爾葦 �言∴ �諦　　　　　ども　　　　繊 ��6 � � � 

霊母子保健や千・子育て支篭の関係 が者や関係機関と連操した支織を行ってい 喜る 
謙語 葦浮 華鴇 若紫 i‾′－±具象 

…ギ竜‾ �嗣閥務請謁議箭霜瑞 難議の蝦臨、陣甜社、保育、教 導青等の関係機関と連携した支嶺を行って 普主Iヽつと ��6 � � � 
ト∴∴ 藷 葦：二心 

※ ●－．l、 �薫　く医 �損）的ク“アかめ宴なすどもや重罰；心身 1　ども　捜し1 �‘ � � � 

言直 〇十ィ三一 �皆陣がl 経と 輔佐制 �のある子篭を支てlる鳩 もの主治医や協力医療機関等と連絡 」を整えで“いる 

：著二 で●三・ を誌 �縄羅鴇鰯藷議籠 蕉理解を図っている ��“6 � � �I 

∴∴「 ヽ、∵ �∫柏 ‘÷i 嬢移行支援として、小学校や特別支援学校 鐙（小学部）との同で、支援内容筈の情報 怒共有と相互理解を図っている ��ら � � � 

醸 し∴こ ㌢亘 �懇他の児重麗違更緩センターや児重発達支 　　　　　　　　　　ヽ ��l �与 � � 
：手緩 を藻； 恵・言上 鷺率 ：“一■． ∵「rヽ、 ��離再議諾課講繋嵩論叢 率いる 

轄 �‡保育所や認定ことも田、幼稚国籍との交 舞流や、障かいのない子どもと活動する機 業会がある ��‘ � � � 
惣 培 尊：㌢； 

‡薫 惣 」∴∴子 や翠 �奉（自立支鰻）協議会子とも部会や地域の 鎌二子とも・子育て会議等へ積極的に参加し 「：ている 質 ��b � � � 

嵩牽 亨、∴： 犠 � �慈旧頃から子どもの状況を保瞳者と伝え合 舞い、子どもの発達の状況や課題について 釆失速理解を持っている ��b � � � 

欝 ）こ： ・…●－ 

註株長者のラ別田刀の同上を図る動聴力lら、 �� �占 � � 

頴 �撫保義春に対して家族支援ブログフムくべ 葦アレント“トレーニング等）の支援を 幸帽子“「．rLlゑ 

言い： 宇霧 漆 � �鴬 鰯誤冨謹書負輔について丁軸 ン′： ��‘ � � � 

離塁講欝駕轟1詫謀繋萎 縮謹皇壷智慧号鰯護㌫墨 字の説明を行い、保護者から児宣発達支援 咽計画の同書を得ている ��l � � � 

寧定期的に、保露者からの子育ての悩み簿 節に対する椙験に道捌こ応じ、必要な助言 星と支援を行っている ��6 � � �●　　　　　● 

珪掌 薄紫 �霊父母の会の活動を支援したり、保蟻看会 談等を開催する等lこより、保瞳者同士の連 ‡排を支援している �� �‘ � �僻姑息Lr馴れてし－帥ヾ・、餌粛 ロナ対宗の影響で嗣催し樽か，Tこ。 

㌦駕、 擬… �三薬子どもや保田看からの相敵や申入れにつ ��b � � � 
・紺1て、対応の体制を整備するとともに、 鰯諾轄欝籠蕊這灘龍護 裳いる 

醗 �裟定期的に会報等を発行し、活動概要や行 和事予定、通路体制等の情報を子どもや保 転機若に対して発信している ��石 � � � 

垂薮 �鉦詩 経 �離個人惰穀の取扱いに十分注意している ��‘ � � � 
／i �字障かいのある子どもや保瞳吾との憲恩の 諾疎通や情報伝達のための配慮をしている ��‘ � � � 夢、（′ 鵡欝絹驚欝欝欝黙…軸 �� �‘ � �競繁雑誅霊：・臥 

：‾一巻‾誓 ；∴十二 �清二善 �室緊急時対応マニュアル、防犯マこュア �� �‘ � �これから、皐既的（こ行動できるめ 

謝ル∴感染症対応マニュアル等を策定し、 諾聞置や保憧者に周知するとともIこ、発生 曇を想定した訓練を実施している �����めに計画していくつもりで・ある。 



し↑∵ i、言‘i �∴・・」 液 � �非雛災害の発生に備え、定期的に避難、 救出その他必要な訓練を行っている � �‘ � �これから・定＿期的にか）絃そしてし－く ことも栴おし7．、るa 

”÷1 維 �憲 �事前に、服薬や予防接櫨、てんかん発作 等のこどもの状況を確腿している �ら � � � 

ド‘ 省一． ●t・，・ � �食物アレルギーのある子どもについて、 医師の指示書に基づく対応がされている �∂ � � � 

鼻 l �ヒヤリハット事例集を作成して事業所内 で美希している： � �b � �働けない叶亜種ノートも滞日 していた｛ノ今紋別桐で作成してし、（。 

虐待を防止するため、職責の研修機会を 確保する篭、遭切な対応をしている �6 � � � 

欝葦 �館 少裏・ � �どのような場合にやむを得ず身体拘束を 行うかについて、組織的に決定し、子ど もや保震者に車軸こ十分に説明し了解を 得た上で児重発達支綴肘画．に記載して いる �b � � � 
∴；l′ 

∴；／暮、 詰ま 


